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 【背景】近年、高齢化率の増加に伴い介護施設の利用者が増えている。介護施設を利用する高齢者の健康を
維持・増進すること、また介護施設の提供サービスの質を向上することは重要な課題になっている。先行研究
において、趣味活動は地域在住高齢者の健康に影響することが知られているが、介護施設を利用する高齢者に
おいては明らかでない。そこで本研究は、介護老人保健施設を利用する高齢者の趣味活動が健康状態に及ぼす
影響を、健康関連 QOL（HRQOL）と生きがいを指標として明らかにすることを目的とした。また、施設で
自分の趣味が行えるかどうかと施設サービス満足度との関連についても検討した。 
	 【方法】目的を検証するために、横断研究デザインによる調査を行った。本研究参加者は、宮城県内の２つ
の介護老人保健施設で介護保険制度による通所サービスを利用している、65 歳以上の利用者であった。研究
期間は 2015 年 2 月から 2016 年 3 月までであった。2 施設から 343 名の利用者が研究に登録された。除外基
準は Mini– Mental State Examination (MMSE)が 10 点以下であること、意思疎通ができないこと、寝たき
り状態であることとした。除外基準に該当、あるいは、調査前に入院や死亡、施設サービスの利用中止といっ
た理由で調査を実施しなかった者、研究参加に同意しなかった者 110 名が除外され、233 名が調査を完了した。
参加者は、MMSE、うつの指標である Geriatric Depression Scale (GDS)、HRQOL の指標である SF-8、趣
味調査票、施設満足度アンケート、生きがいアンケートに回答した。また、要介護度は施設の記録から情報を
得た。趣味の有無と SF-8 との関連は共分散分析、趣味の有無と生きがいとの関連はロジスティック回帰分析
を用いて解析した。趣味と HRQOL との関連を検討するために、趣味の特性（一緒に行う仲間がいるかどう
か、趣味の種類、施設で行えるかどうか）による層別解析を実施した。さらに、年齢別（前期高齢者と後期高
齢者）、認知機能別（認知正常群、軽度認知障害群、中等度認知障害群）、要介護度別（軽度障害と中重度障害）
に層別解析を行った。施設で趣味が行えるかどうかと満足度との関連は、クロス集計を行い、カイ二乗テスト
によって検定した。 
	 【結果】解析対象 233 名中、趣味あり群は 193 名、趣味なし群は 40 名であった。参加者の特性のうち要介
護度、MMSE、GDS は 2 群間に有意差が見られ、趣味あり群の方が趣味なし群よりも要介護度が軽く、MMSE
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が高く、GDS が低かった（いずれも p < 0.01）。HRQOL を従属変数とし、年齢、性別、要介護度、MMSE、
GDS を調整したモデルにおいて、趣味あり群は、SF-8 の 5 領域と身体的サマリースコアが趣味なし群より有
意に高かった（身体機能：趣味あり群となし群の平均値 44.9 vs, 38.1、日常役割機能（身体）：44.5 vs. 37.5、
全体的健康感：51.4 vs. 41.0、活力：48.2 vs. 44.3、日常役割機能（精神）：46.4 vs. 40.5、身体的サマリース
コア：44.9 vs. 39.7、いずれも p < 0.01）。趣味の特性によるサブ解析では、教育文化的活動、音楽的活動、
その他活動を除き、特性による差は認められなかった。また、年齢別、認知機能別、要介護度別の層別解析で
は、前期高齢者、認知正常群／軽度認知障害、要介護度軽度障害においては、二群間（趣味あり群となし群）
の差がほとんど認められなかったのに対して、後期高齢者、中等度認知障害、要介護度中重度障害では、趣味
あり群はなし群に比べ、HRQOL が有意に高かった。趣味の有無と生きがいに関する解析では、趣味と HRQOL
との解析と同様の変数で調整した結果、趣味あり群はなし群に比べて生きがいを持つ確率が高かった（OR: 
14.35、95% CI: 3.08-66.87）。施設で趣味が行える群は行えない群より、「満足」と回答した人が有意に多か
った（満足回答割合：行える群 50％、行えない群 28.9%、p = 0.027）。 
	 【考察】本研究結果により、介護施設を利用する高齢者においても、趣味のある高齢者はない者よりも
HRQOL が高いことが明らかになった。この結果は地域在住高齢者を対象にした先行研究と一致した。趣味の
特性は一部を除き HRQOL に影響せず、趣味の特性に関わらず趣味を持っている者はそうでない人より
HRQOL が高いことが示唆された。年齢がより高い群、認知機能がより低い群、要介護度がより高い群では、
趣味が HRQOL に及ぼす影響が大きいことが示された。また、本研究では、趣味のある者はない者よりも、
生きがいを持つ確率が高かった。先行研究で提示された地域在住高齢者のデータと比較して、本研究対象者は
仕事やボランティア活動を行っている人の割合が低かったことから、介護施設利用高齢者は、趣味が生きがい
に与える影響がより大きいことが示唆された。施設で趣味が行える人はクラブ活動に「満足」と回答した人が
多く、施設で趣味が行えることが利用者の満足につながることが示唆された。 
	 【結論】介護施設を利用する高齢者においても、趣味を持っている者は持っていない者よりも HRQOL が
高く、より生きがいを感じていた。また、施設で趣味が行える者はクラブ活動に対する満足度が高かったこと
が示された。介護施設利用者の健康、また施設サービスの質を向上させるために、趣味を持っていない高齢者
に施設で趣味を提供し、趣味ができる環境を作ることが、高齢者の健康につながる介入の手段となる可能性が
ある。趣味と HRQOL、また趣味と生きがいとの因果関係を明らかにするために、今後は縦断研究を行う必要
がある。 
